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からFull Lamellar組織へ変化した。またエネルギー密度の上昇に伴いAlの蒸発が顕著となり、Al濃度は最大で 5 
at%まで減少してしまうことを示した。 
 以上から、造形物の密度、形状の維持、Al量の低下の観点から本合金のプロセスウィンドウを決定した。プロ


































 第 6章 結論 
 以上のように、本論文ではTiAl基合金部品へのEBM適用を主眼として、粉末、造形条件、後処理に着目して
研究を行った。その結果、粉末の粒子径分布の差により凝固偏析が生じることを見出すとともに、使用粉末に対
する積層厚みの設定における指針を示した。造形条件の最適化からは、エネルギー密度が低い場合は未溶融粉末
が残り、造形物が低密度になること、エネルギー密度が高い場合は、Alが蒸発し組成が変化することを示し、プ
ロセスウィンドウを明らかにした。また、後処理によって組織および機械的特性が変化し、β粒およびγ粒が増
加することで著しく引張特性が低下することを示した。さらに上記の知見を活かしてHigh-Nb TiAl基合金部品で
あるタービンホイールへの EBM 適用を行い、欠陥が無く、同一組成の鋳造材と比較して高温強度に優れた積層
造形を可能にした。本章は本論文の結論であり、TiAl基合金部品へ EBM積層造形を適用させるにあたり得られ
た結果を総括するとともに、今後の展望について示した。 
 
 
